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研究成果の概要（和文）：大学間連携プロジェクト（Ｆレックス）の中の学習コミュニティ形成の方法を分析すること
により、学習コミュニティ形成のためのメタ・デザイン原則を提案した。実際の学習コミュニティに対し複雑ネットワ
ーク分析を実施し、その指標を複数のコミュニティで比較することにより、特性に応じて指標の値に差がでることを見
出した。コミュニティの中で使われることばに着目して、テキストマイニング等を実施し、交わされることばが変化す
る場合とそうでない場合があることを発見した。LMSやSNSのデータを分析し、授業改善に活かすというLearning Analy
ticsのシンポジウムを2回開催し、国内のこの分野の普及発展に努めた。

研究成果の概要（英文）：We have proposed meta-design principles to form learning communities.  The princip
les have been resulted from studying the method to form learning communities in the F-LECCS, which was the
 cooperation project of universities in Fukui prefecture, based on the guide line of forming communities o
f practice. We have found that the different characteristics of learning communities correspond to the dif
ferent indices of the complex network analysis method by analyzing two SNS systems in universities-coopera
tion projects. We have also found that there were some communities in which using words in blogs on SNS ha
d been changed in four months, and others are not, by using the text mining method. We have held two sympo
sia in learning analytics domain which aim to improve education by analyzing and visualizing the learning-
log in LMSs, SNSs and e-portfolios, and have made an effort to grow this domain.
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１．研究開始当初の背景 
1990 年代に，学習は状況と切り離された
個人の頭の中で起こるのではなく，複数の人
間が関与するコミュニティへの参加という
形で起こってくるという考え方（状況主義）
が提起され，研究開始当初から学習活動に対
するコミュニティの重要性が認識され，学習
コミュニティの教育や学習に果たす役割に
関して研究が始められようとしていた．しか
し，開始当初では，学習コミュニティを形成
するための環境や支援をどうすればよいの
かに関する知見はほとんど蓄積されていな
かった． 
また，LMS，SNS，eポートフォリオなど
の教育・学習支援システムを利用すると，そ
こに活動記録やアクセス記録等のログが蓄
積され，これらのログには，学習者の学習活
動に関する豊富なデータが記録されている
が，研究開始時点で十分に利用されていると
は言い難かった．この分野では，2008 年か
ら EDM（Educational Data Mining） の国
際会議が始まり，教育・学習支援システムに
蓄積されるログに対して，データマイニング
の手法を使い，学習者の学習活動を明らかに
するための研究が世界的規模で始まってい
たが，世界的に注目され始めたのは，2011
年に Learning Analyticsの国際会議（LAK）
が立ち上がり，コミュニティが形成されたた
めである． 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，学習コミュニティ形成の
プロセスを可視化し，そのための効果的な環
境や支援活動を実証的に明らかにすること
である． 
 
３．研究の方法 
 福井県内の大学連携プロジェクト（Ｆレッ
クス）で提供している SNS 上で形成される
学習コミュニティを分析することを通して
学習コミュニティ形成のプロセスの可視化
を行う．効果的な環境や支援活動の研究は，
SNSだけでなく LMSや eポートフォリオ上
の学習記録の解析も併せて実施する． 
 EDMや Learning Analyticsを実際の授業
に活かすためには，国内で EDMや Learning 
Analytics を目的としたコミュニティの形成
が必要であるが，本研究では EDM や
Learning Analyticsに興味を持つ研究者が議
論できる場をネットワーク上および実世界
上で提供することにより実施した． 
 
４．研究成果 
 本研究の成果をいくつかの視点からまと
める． 
 
(1) 学習コミュニティ形成のためのメタ・デ
ザイン原則の提案 
 学習コミュニティを如何にして形成した
らよいかは難しい問題である．本研究では

Community of Practice (CoP：実践コミュニ
ティ)というキーワードを提唱している
E.Wenger らが提案している実践コミュニテ
ィ育成の 7原則を出発点として，それに，Ｆ
レックスにおける学習コミュニティ形成の
ための４原則を加え，それらのうち同じグル
ープに属するものをまとめ，３つのメタ・デ
ザイン原則を抽出した．図１に３つのメタ・
デザイン原則を示す． 
 

 
図１ 学習コミュニティ形成のための 
メタ・デザイン原則 

 
 メタ・デザイン原則は３つの原則からなる．
1 番目は「活動のためのデザイン原則」であ
る．具体的には「対立する２つの活動を取り
入れる」ということである．この原則は，
Wenger らの原則にもＦレックスの原則にも，
複数表れてきており，学習コミュニティ形成
のためには非常に重要なメタ・デザイン原則
と考えられる．一例をあげると，開放性と閉
鎖性を両立させるという原則がある．コミュ
ニティが閉鎖的な場合は，コミュニティの中
で行われる会話に新奇性がなくなりメンバ
ーがそこにいる意味を見いだせなくなり消
滅する可能性が大きくなる．一方，コミュニ
ティが開放的な場合は，コミュニティの境界
があいまいになり，やはり消滅する可能性が
大きくなる．この場合，コミュニティの境界
をある程度保つための閉鎖性と，新しい話題
をコミュニティに取り込む開放性が両立す
ることがコミュニティの形成・存続に重要な
役割を果たすことは容易に想像できる． 
 2 番目のメタ・デザイン原則は「運用のた
めのデザイン原則」であり，具体的には「進
化を前提とした運用を行う」ということであ
る．これは Wenger らの７つの原則のトップ
に挙げられているものであり，コミュニティ
は常に発展し動的なものとして運用デザイ
ンを考えるべきという指摘である．生物は基
礎に同じ DNA という仕組みを持ちながら，進
化することにより多様な種が生み出されて
いる．これと同様に，コミュニティの進む方
向性はある程度統一しながら，その中で時間
とともに多様な目的を持つ参加者を受け入
れることができるような運用を行うことが
主体的な学習コミュニティにつながってい
くということだと理解できる． 
 3 番目のメタ・デザイン原則は「参加のた

メタ・デザイン原則 説明

◎活動のためのデザイン原則
対立する２つの活動を取入れる
（複雑系科学からの借用）

予稿では，「公と私」「対面とネットワーク」
を取り上げたが，対立する２つの活動を取
入れることで，複雑さが大きくなり，創発が
期待できる．

◎運用のためのデザイン原則
進化を前提とした運用を行う
（生物科学からの借用）

進化のキイワードとして統一性（U nity）と
多様性（Diversity）が同時に存在している
ことがあげられる．統一性により方向性を
保ちながら，多様性により環境の変化に対
応している．

◎参加のためのデザイン原則
価値に焦点をあてる

実践コミュニティのために個人があるので
はなく，個人の価値の実現のために実践
コミュニティがあると考えると，価値に焦点
をあてるのは当然である．



めのデザイン原則」であり，具体的には「価
値に焦点をあてる」ということである．これ
も Wenger らの７つの原則の一つである．こ
の原則は，コミュニティのために参加者がい
るのではなく，参加者のためにコミュニティ
がある，ということを意味している．Wenger
らも言っているように，コミュニティが繁栄
するのは，参加者にコミュニティが価値をも
たらすからである．つまり，コミュニティを
参加者にとって価値が得られるように設計
することが，メンバーの参加を活性化するた
めには決定的に重要なことであることを意
味している．教育現場で学習コミュニティを
設計する場合，単位を取るという価値以外に，
参加者にとってはこのコミュニティに参加
することが，どのように価値があるのだろう
かということを考慮するのは大変重要なこ
とである． 
 
(2) 複雑ネットワーク分析指標を使った学習
コミュニティ特性の可視化 
 次に学習コミュニティの特性を可視化す
るために，複雑ネットワーク分析の指標を調
べた．調査した対象は，福井県の大学連携プ
ロジェクト（Ｆレックス）で提供している SNS
と，四国の大学連携プロジェクトで提供して
いる SNS（さとあい）である． 
 まず，Ｆレックスとさとあいの中で形成さ
れた友達関係を表すネットワーク図を図２
に示す． 

 
図２ SNS のネットワーク図 
 左：Ｆレックス  右：さとあい 
 
この図で一つ一つの赤い点がそれぞれのユ
ーザであり，青い線は 2人のユーザの間にあ
る友達関係を示している．Ｆレックスは，開
始 1年４ヶ月後のデータで，ノードが 1158、
リンクが 9214 である．一方さとあいは，開
始 2年後のデータでノードが 907、リンクが
3640 である．Ｆレックスは管理者がユーザ
登録を行い，登録した時点では友達関係はで
きていない．さとあいは，すでにさとあいの
ユーザになっている人から招待をされては
じめて登録でき，登録した時点で招待された
人とは友達関係を結んでいる．この違いがネ
ットワーク図に現れている．さとあいのネッ
トワーク図で，複数の円錐形が見られる．こ
れはスター型にユーザが結びついている形
であるが，授業等で教員が学生を招待した場
合と考えられる． 
 図３には，Ｆレックスとさとあいのノード
数とリンク数の推移を，図４にはネットワー
ク密度，クラスター係数，次数相関の推移を 

 
示す．ここで，ノード（ユーザ）数，ネット
ワーク密度，クラスター係数，平均パス長は，
Ｆレックスとさとあいで同じような変化を
示しているが，リンク数，次数相関，平均次
数の推移が異なっている．さとあいはユーザ
数に応じてゆるやかにリンクが増えていっ
ており，Ｆレックスはノード数の割には急激
にリンクが増えていっている．特に 2年目に
入ってからのリンクの伸びが大きい．これは
各種イベントを行い，ユーザ同士の交流が活
発になったためと考えられる．また，次数相
関が２つの SNS では違う推移をしている．次
数相関は，友達が多い（次数が高い）ユーザ
同士，少ない（次数が低い）ユーザ同士が友
達になっている確率が高ければ正になり，次
数が高いユーザと低いユーザが友達になっ
ている確率が高ければ負になる．Ｆレックス

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

9000

10000

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23

経過時間（月）

ノード数（さとあい）

リンク数（さとあい）

ノード数（Ｆレックス）

リンク数（Ｆレックス）

-0.4

-0.3

-0.2

-0.1

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23

経過時間（月）

ネットワーク密度（さとあい） クラスター係数（さとあい）
次数相関（さとあい） ネットワーク密度（Ｆレックス）
クラスター係数（Ｆレックス） 次数相関（Ｆレックス）
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図４ ネットワーク密度，クラスター係数， 
次数相関の推移 
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ではゼロに近づいていっているので，上記の
割合が混じっており，さとあいは，高次数と
低次数のユーザが友達になっている確率が
高くなっている． 
 この違いは，Ｆレックスとさとあいの友達
の形成の違いに起因していると考えられる．
さとあいでは教員が授業のために学生を招
待し利用しはじめる例が多いようで，初期の
そのスター構造が影響し，次数相関は負にな
ると考えられる．一方，Ｆレックスは招待制
ではなく，もともとスター構造は存在しない．
ユーザが対面の知り合いやイベントを通し
て知り合うことを通して友達関係が結ばれ
るので，次数が低いユーザと高いユーザ，低
いユーザ同士，高いユーザ同士の様々なリン
クが形成されていると考えられる． 
 このように，ここでは，複雑系ネットワー
ク分析の指標を使うことにより，学習コミュ
ニティの特性の違いを可視化できることを
示した． 
 
(3) テキストマイニングによる学習コミュニ
ティ特性の可視化 
 
次の段階として，学習コミュニティの中で
どんな話題がでて，それがどのように移り変
わっているかについて，Ｆレックスの SNS 上
のブログ（日記）に書かれた４ヶ月分の文章
をテキストマイニングの方法を使って調べ
た． 
まず，ブログに書かれている文章から
TF-IDF を利用して重要単語 100 語を抜出し，
その 100 語に関して，ユーザの属性（所属大
学と教員/学生）ごとに使用頻度を合算し，
その上で主成分分析を実施する．その結果を
第一主成分（横軸）と第２主成分（縦軸）に
プロットしたのが，図６である． 

 
ここで，大学としては，F,W,C の３つが表示
されており，教員か学生かの表示も入れてあ
る．ただし，この時点では，大学 Cの教員の
SNS への参加者は少なかったので省略してあ

る．それぞれの属性を持つグループのこの平
面上の１ヶ月毎の位置をプロットしてみる
と，教員（F）,教員（W），学生（W）は，ほ
とんど動かず，学生（F）と学生（C）は大き
く動いていることがわかる．つまり，一つの
大学の教員または学生という学習コミュニ
ティで見た場合，そこで交わされる会話（あ
くまでも SNS のブログ上の話だが）の中で使
われている単語が，同じ範疇のものに限定さ
れているのか，ダイナミックに変化している
かを区別することができた． 
 今回は，４ヶ月という短い期間で，大学内
の教員または学生という固定したコミュニ
ティの解析であるが，同様のことは，動的に
変化する学習コミュニティの分析にも適用
可能であると考えられる． 
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